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し
て
高
い
水
準
に
あ
る
公
債
費
、

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
に
よ
る
維

持
管
理
費
や
更
新
費
用
な
ど
、
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
通
し

の
た
め
、
歳
入
確
保
策
や
執
行
段

階
の
経
費
節
減
お
よ
び
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
網

駅
前
広
場
は
、
歩
道
部
分
の
一
部

に
つ
い
て
、
金
谷
郷
の
Ｊ
Ｒ
東
日

本
大
網
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
隣
接

の
市
有
地
と
の
等
価
交
換
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の

交
換
に
応
ず
る
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
３
月
に
不
動
産
鑑
定
評

価
に
よ
り
土
地
の
価
格
を
算
出

し
、
双
方
の
交
換
面
積
に
つ
い

て
の
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
、

今
後
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
と
の
間
で
必
要
な
事
務
手

続
き
を
進
め
ま
す
。

　
第
１
期
工
事
に
係
る
一
般
競
争

入
札
を
実
施
し
、２
億
４
，６
３
５

万
４
，
３
９
４
円
で
落
札
し
た
こ

と
か
ら
、
工
事
請
負
に
係
る
仮
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
を
提
出
し
、
承
認
が

得
ら
れ
次
第
、
本
契
約
を
締
結
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。工
事
は
、

本
契
約
後
、
１
か
月
程
度
の
準
備

期
間
を
経
た
上
で
８
月
上
旬
の
着

手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
会
計
は
、現
在
、

決
算
を
調
製
中
で
す
が
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
実
施
し
た
「
元
気

回
復
ク
ー
ポ
ン
券
」や
、子
育
て
世

帯
や
低
所
得
世
帯
へ
の
各
種
支
援

策
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
に
お

け
る
決
算
規
模
は
歳
出
ベ
ー
ス
で

１
６
８
億
円
程
度
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
が
十
分

に
確
保
で
き
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
実
質
収
支
は
８
億
円
程
度
の

黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
決
算
見
込
み
の
結
果
、
公

債
費
の
ピ
ー
ク
に
伴
う
市
財
政
の

危
機
的
な
状
況
は
回
避
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
の
特
例

臨
時
接
種
が
１
年
間
延
長
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
当
面
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
実
施
す
る
方
向
で
あ
り
、

「
春
夏
追
加
接
種
分
」
と
し
て
、

５
月
８
日
か
ら
市
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

大
網
病
院
な
ど
を
会
場
に
、
高
齢

者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方

や
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
接
種
を

開
始
し
、現
時
点
で
２
，９
０
０
人

の
方
が
接
種
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
感
染
症
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
防
災
訓
練
の
一

環
と
し
て
、
５
月
17
日
に
市
内
最

大
震
度
６
強
を
想
定
し
た
「
職
員

災
害
初
動
対
応
訓
練
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
訓
練
で
は
、
災
害
発

生
時
に
必
要
と
な
る
対
応
の
確
認

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
度
は
、
土
砂
災
害
避
難
訓

練
、
総
合
防
災
訓
練
、
津
波
避
難

訓
練
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

各
訓
練
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

本
市
の
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上

が
図
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
災

害
種
別
ご
と
の
よ
り
実
践
的
で
効

果
的
な
訓
練
に
努
め
、自
助・共
助
・

公
助
が
連
携
し
た
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
が
依
然
と
し
て
続
く

中
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
低

所
得
世
帯
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の
給

付
金
を
支
給
す
る
補
正
予
算
案
を

提
案
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
対
象

世
帯
に
速
や
か
に
給
付
金
が
行
き

渡
る
よ
う
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
周
知
し
ま
す
。

　
検
討
を
進
め
る
に
当
た
り
、
ま

ず
は
白
里
海
岸
を
訪
れ
る
方
々
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、Ｇ
Ｗ

期
間
中
の
２
日
間
、
白
里
海
岸
駐

車
場
で
来
訪
者
を
対
象
と
し
た
ア

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、協
定
の
締
結
を
進
め
て
お
り
、

㈱
千
葉
薬
品
と
の
間
で
「
高
齢
者

見
守
り
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
災
害
時
の
移
動
販
売

車
で
の
物
資
供
給
や
、
移
動
販
売

な
ど
で
高
齢
者
の
異
変
に
気
付
い

た
場
合
に
警
察
や
市
に
通
報
す
る

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
が
主
な
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
協
定

に
基
づ
き
、
相
互
の
連
携
・
協
力

に
よ
る
活
動
を
進
め
、
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
白
里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
ま
バ
ス
」
は
、
本
年
９
月
末

を
も
っ
て
運
行
事
業
者
と
の
委
託

契
約
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
て
、
10
月
以
降
の
運
行
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
利
用

状
況
の
検
証
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
中

で
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る

高
齢
者
等
の
移
動
手
段
と
し
て
、

路
線
バ
ス
を
補
完
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
必
要
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。円
滑
な
運
行
に
向
け
、

事
業
者
選
定
な
ど
の
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

　
本
年
は
、
７
月
７
日
か
ら
８
月

27
日
ま
で
の
52
日
間
で
海
水
浴
場

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
期
間
中
は
、
夏
期
観
光
安
全
対

策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
や

諸
団
体
と
協
力
の
上
、
来
遊
客
の

安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
お
お
あ
み
し
ら
さ
と
の

花
火
」
も
、
７
月
29
日
の
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
と
な

る
花
火
大
会
に
加
え
、
市
制
施
行

10
周
年
、
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周

年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
白
里
海
岸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
が
ま

と
ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
第
一
生
命
保
険
㈱
と
の
間
で
、

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
締
結
ま
し
た
。
こ
の
協
定

に
よ
り
、
市
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
５
台
が
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か
、
市

　
５
月
31
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
、
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
市
長
か
ら
、
事
務
報
告
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
可
決
議
案
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　子ども医療費助成制度の対象と
なっている家庭には、８月以降有効
となる受給券を７月下旬に普通郵便で
郵送を予定しています。今年度から
新たに窓口にて発行する期間を設け
ましたので、来庁した時に発行するこ
とも可能です。
　受給券が届かない場合は、所得の
申告をしていない等の理由が考えられ
ますので、問い合わせください。
▶手渡し期間＝７月３日㈪～18日㈫
　子育て支援課児童家庭班
　☎０４７５（７０）０３３１
問

８月は子ども医療費助成
受給券の更新月です

　エネルギー・食料品などの価格高騰による負担増を
踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯
等に対し、低所得世帯支援給付金（１世帯あたり３万円）
を給付します。
①住民税非課税世帯への給付
▶給付対象＝令和５年６月１日（基準日）において、本
市に住民票があり、同一の世帯に属する方の全員が、
令和５年度分の住民税均等割非課税である世帯（ただ
し、住民税均等割が課されている方の扶養親族等のみ
で構成される世帯は対象外）
※「住民税均等割が非課税である方」には、生活保護
　を受給している方も含みます。
▶給付方法＝令和５年７月中旬以降、市から対象世帯の
世帯主宛に確認書を送付しますので、必要事項を記入
の上、返信用封筒で返送してください。

②家計急変世帯への給付
▶給付対象＝①に該当しない世帯のうち、令和５年１月
以降の収入が予期せず減少し家計が急変した世帯。（全
世帯員が令和５年度分の住民税均等割非課税世帯と同
様の事情にあると認められる世帯）
　ただし、以下に該当する世帯を除きます。
・住民税非課税世帯として３万円の給付を受けた世帯
・住民税均等割が課されている方の扶養親族等のみで
構成される世帯
▶給付方法＝申請が必要となります。対象となる可能性
がある場合は問い合わせください。
▶申請受付期間＝7月18日㈫～９月29日㈮
〈共通事項〉
　住民税非課税世帯への給付金と家計急変世帯への給
付金は、重複しての受給はできません。
　・　社会福祉課社会福祉班  ☎０４７５（７０）０３48問申

低所得世帯支援給付金

財
政
関
係

公
有
財
産
関
係

庁
舎
整
備
関
係

防
災
関
係

子
育
て
支
援

社
会
福
祉

高
齢
者
福
祉

観
光
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備

　
１
月
１
日
の
元
旦
祭
を
皮
切
り

に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
制
施
行
10
周

年
記
念
事
業
で
は
、こ
れ
ま
で
に
、

記
念
式
典
の
挙
行
、
公
共
下
水
道

の
10
周
年
記
念
マ
ン
ホ
ー
ル
設
置

な
ど
の
各
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
は
、「
こ

ど
も
の
日
」
に
ち
な
み
、
市
役
所

庁
舎
に
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、
多

く
の
方
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

令
和
５
年
大
網
白
里
市
議
会  

第
２
回
定
例
会  

市
長
事
務
方
針

環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み

内
保
育
施
設
お
よ
び
幼
稚
園
に
絵

本
が
順
次
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で

す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
市
役

所
に
て
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
、
お
子
さ
ん
の
送
迎
、
お

孫
さ
ん
と
の
お
出
か
け
な
ど
、
幅

広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
は
、
現
時
点
で
、
支
給
対
象

者
５
３
４
人
の
う
ち
、
５
０
４
人

の
方
に
対
し
、総
額
２
，５
２
０
万

円
の
支
給
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
世
帯
な
ど
を
対
象

に
、
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円
の

給
付
金
を
、
申
請
不
要
の
プ
ッ

シ
ュ
型
に
て
支
給
し
ま
し
た
。
す

べ
て
の
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
が
安

心
し
て
、出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
元
区
長
を
は
じ
め
各

種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

や
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、検
討
委

員
会
の
設
置
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
で

進
め
て
い
る
、「
新
ご
み
処
理
施

設
整
備
事
業
」
は
、
近
年
の
急
激

な
物
価
高
騰
に
よ
り
事
業
費
が
大

幅
に
増
加
す
る
見
込
み
の
た
め
、

事
業
の
一
時
中
断
を
決
定
し
た
旨

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
み
処
理

施
設
は
将
来
の
市
民
生
活
に
も
直

結
す
る
案
件
で
あ
る
た
め
、
清
掃

組
合
に
対
し
、
早
期
の
事
業
再
開

に
向
け
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
求

め
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
28
日
に
実
施
し
た

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
で
は
、
市
内
の
各

区
、
自
治
会
な
ど
、
１
０
６
団
体
、

約
６
，
２
０
０
人
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
約
４
．６
ト
ン
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
土
砂
等
の
埋
立

て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災

害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」
を
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
、

「
再
生
土
の
埋
立
て
等
規
制
条
例
」

と
併
せ
て
規
制
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
市
民
生
活
の
安
全

の
確
保
と
市
民
の
生
活
環
境
の
保

全
を
図
り
ま
す
。

▲ゴミゼロ運動の様子
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管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
被
保
険
者
証
の
色

・
国
民
健
康
保
険
＝
サ
ー
モ
ン
色

・後
期
高
齢
者
医
療
＝
薄
茶
色（
黄

色
系
）

▼
新
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
＝

令
和
５
年
８
月
１
日
㈫
か
ら
１
年
間

※

短
期
被
保
険
者
証
の
方
、
令
和

　
６
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

　
な
る
方
は
除
く
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
国
保
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
４

   

市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
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国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
、
８

月
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月

末
日
ま
で
に
書
留
郵
便
で
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
㈫
か
ら

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被

保
険
者
証
は
市
役
所
に
返
却
す
る

か
、
は
さ
み
で
裁
断
す
る
な
ど
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
式
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
携
帯
に
便
利
で
す
が

紛
失
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
重
要
な
も
の
で
す
の
で
大
切
に

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

令和５年度国民健康保険税

問

●「納付・免除・猶予の対応をした場合」と「未納の場合」とでの
　年金受給の際の違い

●ポイントの申し込みができる方＝令和５年２月末ま
でにマイナンバーカードの交付申請をした方
　マイナポイントの申込締切は令和５年９月
末ですが、決済サービス会社によっては早め
に申し込みを締め切る場合があります。
　マイナンバーカードの交付通知書が届いて
いる方は、早めにカードを受け取り、ポイン
トをもらう申し込みをしましょう。
　 〈ポイントの申し込み方法など詳細につ 
　いて〉
　マイナンバー総合フリーダイヤル　
　☎０１２０（９５）０１７８

マイナポイントの申し込みはお早めに！

マイナンバーに関するお知らせ

問
▲マイナポイント事業
ウェブサイト（総務省
マイナポイント事務局）

　マイナンバーカードの交付通知書が手元に届いたら、速やかに
受け取りの予約を行ってください。
　受け取りは、夏休み期間中やマイナポイント申込期限の９月に
集中することが予想されます。期限までに確実に受け取るため
に、早めの予約をお願いします。
▶受取場所＝市民課、白里出張所
マイナンバーカードの受け取りは、予約制です。予約可能時間、
予約先等は、交付通知書に同封の予約案内をご覧ください。
▶日曜開庁＝今月の休日開庁日は 7 月 30 日㈰です。平日の来
庁が困難な方は、お早めにご予約の上ご利用ください。
　市民課市民班
 　☎０４７５（７０）０３４０

マイナンバーカードの受け取りはお早めに！

問

問

　国民年金保険料の納付が困難
な場合は、納付の免除・猶予を
申請することができます。
　未納が続くと、障害基礎年金や
遺族基礎年金が受け取れない場合
がありますのでご注意ください。
　令和 5 年度分の免除申請等は、
７月１日から受け付けています。
対象期間は、令和５年７月～令和
６年６月です。
　また、免除については、過去２
年（申請月の２年１か月前の月分）
まで遡って申請ができます。
　失業等により保険料を納付する
ことが経済的に困難になったもの

保険料を納めた場合と比べた「受け取る年金額の割合」（平成 21 年 4
月以降の免除期間）
●全額免除の場合：２分の１　●４分の３免除の場合：８分の５
●半額免除の場合：８分の６　●４分の１免除の場合：８分の７
一部免除は、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
平成 28 年７月１日より、納付猶予制度の対象年齢が 30 歳未満から
50歳未満に拡大されました。

の、申請を忘れていたことなどに
より未納期間がある方は、市民課
または年金事務所で手続きが必要
です（郵送による申請も可）。
※新型コロナウイルス感染症の影
　響により収入が減少した方への
　免除の申請は令和４年度分まで
　可能です。
　詳細は問い合わせください。
▶申請に必要なもの＝本人確認でき
るもの、基礎年金番号がわかるもの
※失業等で申請を行う方は、雇用
　保険受給資格者証（雇用保険
　被保険者離職票）等を持参して
　ください。

　地方税法施行令の一部改正に伴い、市国
民健康保険税条例の一部を改正します。
◎令和５年度改正内容
①課税限度額＝99 万円から 104 万円に引き
上げます。

②軽減判定の基準
　世帯主および被保険者全員の前年の所得金
額が、一定金額を超えない世帯については、
国民健康保険税の均等割額と平等割額を次
の割合で軽減します。
※申請の必要はありません。
　軽減は世帯員全員（所得の無い方を含む）
が所得申告している必要があります。所得未
申告の方（所得の無い方を含む）が世帯内に
いる場合、軽減対象外となりますので、申告
が済んでいない方はお早めに税務課で所得の
申告をしてください（確定申告が必要な方は
税務署へ申告ください）。

◎納税通知書を発送します
　令和５年度の国民健康保険税納税通知書
を７月中旬に発送します。第１期納期限は７月
31日㈪です。国民健康保険税は皆さんの医療
費の大切な財源です。期限内納付にご協力を
お願いします。
　保険税の税率や計算方法等は納税通知書と
同封の国民健康保険税のしおりをご確認くだ
さい。
〈納付方法〉
　口座振替または納付書の裏面に記載の金融
機関やコンビニエンスストアのほか、スマホ決
済での納付も可能です。
※スマホ決済の場合、領収証は発行されません。
〈特別徴収から普通徴収に変更となる場合〉
　昨年度において特別徴収（年金からの天引
き）により納付した方でも、今年度から普通
徴収（納付書または口座振替による納付）に
変更となっている場合がありますので、必ず
納税通知書をご確認ください。
〈非自発的離職者の軽減〉
　会社の倒産や雇い止めなど、非自発的な理
由により離職した方に対する国民健康保険税
の軽減制度があります。
▶対象＝次のすべてに該当する方
・非自発的理由により離職し、離職の時点で
65歳未満であること。
・公共職業安定所（ハローワーク）が発行す

る雇用保険受給資格者証をお持ちの方で、次
の離職理由コードに該当する方（離職理由コー
ド：11・12・21・22・23・31・32・33・34）
※高年齢受給資格者証または特例受給資格者
　証をお持ちの方は対象となりません。
▶軽減内容＝対象者自身の給与所得を１００
分の30とみなして税額を算定します。
▶対象期間＝離職日の翌日の属する月から翌
年度末までの期間
※令和４年３月３１日～令和５年３月３０日の間
　に離職し、申請して令和４年度の国民健康
　保険税にこの軽減が適用された方について
　は、令和５年度分も自動的に軽減が適用さ
　れます。
▶手続方法＝雇用保険受給資格者証を持参の
上、市民課または白里出張所で申請してくだ
さい。
〈減免制度〉
　世帯主および被保険者が特別な事由に該当
し、一定の要件を満たす場合、申請により保
険税が減額または免除されることがあります。
※原則、申請が受理された時点で既に納期限
　を経過している保険税、納付済みの保険税
　については減額・免除の対象とはなりません。
　詳細は市ホームページをご覧いただくか、問
い合わせください。
　税務課市民税班
　☎０４７５（７０）０３２１

国民年金保険料の免除
申請を受け付けていますね ん き ん ナ ビ

　 　  千葉年金事務所　☎043（242）6320
　市民課高齢者医療年金班　☎0475（70）0336

医療分

支援金分

介護分

7割

5割

2割

65万円

22万円

変更無し

63万円

19万円

17万円

改正後区　分 改正前

申 問・

▲国民健康保健被保険者証（新） ▲後期高齢者医療被保険者証（新）

軽減割合
軽減対象の世帯所得基準

43万円＋(29万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋(53.5万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋(28.5万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝
以下

43万円＋(52万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

年金の受給資格
期間に・・・

老齢基礎年金額
の計算に・・・

含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

含まれる 含まれる
（注1）

含まれる
（注1・2）

含まれる
（注2）

含まれない含まれない

納付 全額免除 一部免除 納付猶予（注3）
（学生納付特例） 未納

改正後 改正前

変更無し

（注１） 

（注２） 
（注３） 




